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生協現勢（2020年12月31日現在）
　　組合員	 48,996人　　

　出資金 988,777,720円　　
（１人平均出資金		20,180円）

風
KAZE

私だけの学生スタイル

機関紙『えひめ医療生協』をご近所の組合員にお届けする「手配りさん」を募集しています。
ご協力いただける方は、089-990-8820までご連絡ください。

　
鶏
卵
業
者
か
ら
大
臣
室
で
現

金
を
受
け
取
っ
た
疑
惑
で
元
農

水
大
臣
が
起
訴
さ
れ
た
。
業
界

に
有
利
な
取
り
計
ら
い
を
求
め

た
賄
賂
を
受
け
た
と
検
察
が
認

め
た
の
だ
。
こ
の
収
賄
は
河
合

克
行
・
案
里
議
員
の
選
挙
買
収

事
件
捜
査
か
ら
出
て
き
た
と
の

こ
と
。
１
億
５
千
万
円
の
党
か

ら
の
資
金
を
も
と
に
首
長
や
地

方
議
員
に
票
の
取
り
ま
と
め
を

依
頼
し
、
案
里
議
員
は
地
裁
で

有
罪
判
決
が
出
た
。
河
合
議
員

に
渡
さ
れ
た
資
金
の
多
く
は
政

党
助
成
金
と
の
見
方
が
あ
る
。

こ
れ
は
国
民
の
税
金
。
腹
立
た

し
い
限
り
だ
。

　「
桜
を
見
る
会
」「
Ｉ
Ｒ
汚
職
」

な
ど
政
治
と
カ
ネ
の
疑
惑
と
犯

罪
は
ず
っ
と
続
い
て
い
る
。「
森

友
」「
加
計
」問
題
も
フ
タ
を
し

た
ま
ま
だ
。
辞
任
や
謝
罪
で
は

済
ま
さ
れ
な
い
。

　
国
会
議
員
が
カ
ネ
で
議
席
を

得
る
。
カ
ネ
を
渡
し
た
特
定
者

の
利
益
や
自
己
利
益
を
肥
や
す
。

政
治
資
金
規
正
法
な
ど
法
律
を

変
え
て
も
一
向
に
変
わ
ら
な
い

自
民
党
の
金
権
政
治
。

　
通
常
国
会
が
始
ま
っ
た
が
菅

総
理
に
は
一
連
の
疑
惑
を
解
明

す
る
姿
勢
は
な
い
。
安
倍
元
首

相
は「
誠
意
を
も
っ
て
対
応
し

て
い
く
」と
会
見
し
た
が
、
秘

書
の
責
任
と
し
て
説
明
す
ら
し

な
い
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
苦
し
ん

で
い
る
国
民
の
怒
り
は
届
い
て

い
な
い
。
感
染
を
抑
え
る
対
策

は
後
手
後
手
だ
と
不
支
持
が
急

増
し
て
い
る
。
国
会
の
場
で
説

明
し
、
責
任
を
取
る
こ
と
が
必

要
だ
。
怒
り
の
世
論
を
広
げ
て

責
任
を
と
ら
せ
よ
う
。

　奨
学
生
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
奨
学
生
の
愛
大
医
学
部
の
小
原

さ
ん
に
想
い
を
聞
き
ま
し
た
。

　　
民
医
連
の
奨
学
生
は
奨
学
金
の

貸
与
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

は
今
、「
民
医
連
の
奨
学
生
に
な
っ

て
良
か
っ
た
！
」と
思
え
て
い
る
し
、

そ
う
思
え
る
だ
け
の
体
験
を
色
々

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
民
医
連
の
目
指
す「
無
差
別
平

等
の
医
療
」の
も
と
、
奨
学
生
会

議
や「
つ
ど
い
」で
様
々
な
社
会

問
題
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

特
に
つ
ど
い
で
は
全
国
の
医
学
生

と
交
流
す
る
機
会
が
あ
り
、
意
見

交
換
を
す
る
事
で
自
分
の
視
野
を

広
げ
る
事
が
で
き
ま
す
。
ど
れ
も

「
民
医
連
の
奨
学
生
」と
い
う
繋

が
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
き
た
貴

重
な
体
験
で
す
。

　
新
し
く
奨
学
生
に
な
る
学
生
も

そ
ん
な
体
験
が
で
き
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
を
通
し
て
、
自
分
が
地
域
で

ど
ん
な
医
療
を
し
た
い
か
見
つ
け

ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
で
は
、
経
済
的
援
助
だ
け
で
は

な
い
成
長
の
糧
と
な
る
数
々
の
サ

ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
全
国
の
医
学
生
と
学
び
交
流

　『
医
学
生
の
つ
ど
い
』は
、
毎
年

複
数
回
、
医
学
生
約
２
０
０
人
が

全
国
各
地
か
ら
集
ま
り
、
民
医
連

の
医
療
実
践
、
社
会
問
題
、
将
来

の
医
師
像
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、

話
し
合
い
を
通
し
て
交
流
し
て
い

ま
す
。

　
医
学
・
医
療
の
問
題
に
と
ど
ま

ら
ず
、
幅
広
く
社
会
の
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
テ
ー
マ
の
講
演
を
聞
い

た
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し

て
現
地
に
出
か
け
た
り
し
ま
す
。

学
び
を
整
理
す
る
意
味
で
少
人
数

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
自
分
は

将
来
ど
う
い
う
医
師
に
な
り
た
い

の
か
、
い
ま
日
本
・
世
界
で
何
が

起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
全
国
の
医

学
生
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
な

ど
、
様
々
な
立
場
、
価
値
観
と
の

出
会
い
を
通
し
て
自
分
自
身
の
発

見
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　『薬
害
根
絶
デ
ー
』の
取
り
組
み

　
１
９
８
０
年
代
の
薬
害
エ
イ
ズ

事
件
を
き
っ
か
け
に
つ
く
ら
れ
た

の
が
、
毎
年
８
月
24
日
の「
薬
害

根
絶
デ
ー
」で
す
。
愛
媛
か
ら
も

薬
剤
師
と
奨
学
生
が
厚
労
省
前
で

の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
な
ど
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　
薬
害
は
副
作
用
と
同
じ
意
味
だ

と
思
っ
て
い
た
学
生
が「
副
作
用

と
違
っ
て
有
害
性
に
関
す
る
情
報

が
軽
視
・
無
視
さ
れ
た
結
果
引
き

起
こ
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
だ
と
知

り
、
衝
撃
を
受
け
た
」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
　中
四
国
の
看
護
学
生
と
交
流

　『
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｓ
』
は
、
看
護
に
お

け
る
学
び
を
深
め
る
場
で
す
。

　
看
護
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
、

一
か
ら
毎
年
の
学
習
テ
ー
マ
や
交

流
な
ど
を
企
画
し
、
つ
く
り
上
げ
、

学
校
で
は
学
べ
な
い
社
会
問
題
や
、

看
護
に
対
す
る
考
え
方
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
中
四
国
９
県
の
多
く
の

看
護
学
生
と
関
わ
る
こ
と
で
、
看
護

学
生
同
士
だ
か
ら
こ
そ
盛
り
上
が
る

話
や
、
互
い
の
看
護
観
や
考
え
方
な

ど
が
交
流
で
き
、
新
し
い
友
達
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　授
業
で
は
学
べ
な
い
学
び

　
奨
学
生
の
学
び
に
は
生
活
に

困
っ
て
い
る
人
た
ち
の
医
療
や
社

会
の
在
り
方
に
出
会
う
機
会
が
あ

り
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
背
景
ま
で

診
る
実
習
や
地
域
社
会
を
考
え
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
構

造
的
に
社
会（
水
俣
病
・
ハ
ン
セ

ン
病
・
朝
日
訴
訟
・
子
ど
も
食
堂

な
ど
）を
見
る
目
を
養
い
ま
す
。

　
知
り
た
い
、
学
び
た
い
気
持
ち

が
膨
ら
み
主
体
的
な
学
び
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
将
来
一
緒
に
働
く
仲
間
と
し

て
、
医
・
薬
・
看
護
の
奨
学
生
が
交

流
で
き
る
場
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
夏
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
冬
に
は
国
家

試
験
激
励
会
を
兼
ね
た
新
年
会
で

交
流
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

習
会
や
企
画
の
話
し
合
い
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
な
ら
で
は
の
視

点
で
交
流
が
で
き
、
新
鮮
な
気
づ

き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
流
行
の
た
め
昨
年
か
ら

対
面
企
画
は
自
粛
し
て
い
ま
す
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
い
な
が
ら
新
し

い
交
流
方
法
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
ま
す
。

　共
に
歩
み
ま
す

　
愛
媛
民
医
連
に
は
医
・
薬
・
看

護
学
生
の
学
生
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
の
専
門
の
職
員（
学
生

担
当
者
）が
い
ま
す
。
奨
学
金
は

毎
月
、
担
当
者
が
学
生
に
手
渡
し
、

困
り
ご
と
の
相
談
に
も
の
り
ま
す
。

担
当
者
は
奨
学
生
の
学
生
生
活
の

伴
奏
者
と
し
て
、
学
生
本
人
が
大

事
な
も
の
に
気
づ
き
、
学
び
成
長

す
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
奨
学
生
が
就
職
す
る
に
当
た
っ

て
も
様
々
な
不
安
に
応
え
、
民
医

連
職
員
と
し
て
の
第
一
歩
を
始
め

ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
、
し
っ
か
り

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

　お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら

代
表【
0
8
9
・
9
9
0
・
8
8
2
0
】

愛
媛
医
療
生
協
　
人
事
教
育
部

学
生
担
当
ま
で

医学生

看護学生

薬学生

2018年度DANS in 愛媛（2018年8月）

辺野古でのフィールドワーク（2018年4月）

薬害根絶デー（2019年8月）

処置見学中の小原さん（左）（2018年9月）

　愛
媛
医
療
生
協
の
す
べ
て
の
事
業
所
は
、
誰
も
が
健
康
に
生
き
る

こ
と
を
支
え
る
医
療
を
目
指
す
全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会
に
加

盟
し
、
愛
媛
民
医
連
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
将
来

と
も
に
働
く
医
学
生
・
薬
学
生
・
看
護
学
生
を
対
象
に
奨
学
金
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

～愛媛民医連の奨学金制度～

みつけた

奨学金制度の
詳細はこちら
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発熱等の風邪症状がある場合は、
かかりつけ医等の身近な医療機関に、
まずは、電話等で連絡をお願いします。

受診相談センター
（コールセンター）

一般相談窓口
（コールセンター）

０８９－９０９－３４８３ ０８９－９０９－３４６８

※相談する医療機関に迷う場合は、
「受診相談センター」に電話連絡してください。

12月号の答
瀧政　芳郎（松山市）　和田ふじ子（松山市）　河野　悟志（東温市）　神　　恵美（新居浜市）
神野　洋子（新居浜市）　白石　登子（新居浜市）　佐藤喜美枝（松山市）　玉井　正和（松山市）
白石みつ江（松山市）　曽我香代子（新居浜市）

締め切り
2021年3月10日必着

ア（さば） イ（いわし） ウ（さんま）

毎月第４火曜日　10 : 00～12 : 30　　※予約制。お申し込みは各病院へお電話ください。
愛媛生協病院　奇数月の第４火曜日　　　新居浜協立病院　２月16日（火）年金相談のご案内

　
２
０
２
０
年
12
月
15
日
発
行

の「
わ
た
し
に
と
っ
て『
平
和
っ

て
、
コ
レ
だ
！
』55
」木
村
康
子

さ
ん
の
記
事
の
３
点
に
全
く
同

感
で
す
。
平
和
で
あ
れ
ば
こ
そ

自
由
で
豊
か
な
生
活
を
楽
し
む

こ
と
が
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

（
大
洲
市
　
木
戸
　

厚
子
）

「
平
和
っ
て
、

　コ
レ
だ
！
」を

　
　
　
　
　読
ん
で

週
２
回
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
に
な
ら
な
い
様
、

し
っ
か
り
手
洗
い
う
が
い
し
て

ま
す
。

（
新
居
浜
市
　
大
野
　

ツ
ネ
子
）

　
今
年
で
92
才
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
一
人
生
活
を
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
は

ま
だ
ま
だ

　が
ん
ば
っ
て
ま
す

　
え
ひ
め
医
療
生
協
の
新
聞
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
色
々

の
方
が
色
々
な
所
で
社
会
に
か

か
わ
っ
て
生
活
し
て
い
る
事
を

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

に
負
け
な
い
で
皆
さ
ん
で
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
松
山
市
　
永
山
　

登
紀
子
）

み
ん
な
で
頑
張
ろ
う

　
地
元
の
人
が
宇
摩
３
山
と
呼

ぶ
赤
星
山
、
二
つ
嶽
、
東
赤
石

も
真
っ
白
に
な
る
真
冬
が
到
来

し
ま
し
た
。
家
に
す
っ
こ
ん
で

い
ま
す
。

（
四
国
中
央
市
　
島
　
　

道
子
）

山
並
み
白
く

　寒
さ
厳
し
く

　ジェンダーとは、男性と女性の社会的、文化的な役割の違いによって形成され
た性別のことです。「女の子だから」「男の子だから」と言われたことはありません
か？男女の違いには、カラダのつくりのほかに、社会的・文化的な役割の違いが
あります。この社会的・文化的な役割というのが「男性はこうあるべき、女性は
こうするべき」とみんなが無意識に考えているイメージです。例えば、日本では
家事や育児は女性がするものと偏った考えが一般化していました。日本の夫の１
日あたりの家事や育児に費やす時間は39分、欧米の主要国では150分～200分です。
明らかに日本の妻は分担割合が非常に高くなっており、今日の世界情勢において
後れています。
　性別による差別がない未来を目指し、男女問わず誰しもが自分の能力を発揮で
きる、誰もが平等に機会を得られる世界をつくることが求められます。誰もが生
きやすい社会をつくるには、まず弱い立場の人たち、特に女性にスポットを当て、
その人たちの権利を守ることです。男女の役割は固定したものではなく、時代で
変化していくもので、その変化を許容できる社会であってほしいものです。

SDGs「エス・ディー・ジーズ」

目標５．ジェンダー平等を
　　　　実現しよう　その①

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

　

消
毒
す
れ
ば
良
い
の
？

手
指
衛
生
の
基
本

　
昨
今
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
に
よ
り
、
手
指
衛

生
の
重
要
性
が
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
手
指
衛
生
は
、
手
洗
い
も
し

く
は
消
毒
薬
に
よ
る
消
毒
が
基

本
で
す
。
手
が
目
に
見
え
て
汚

れ
て
い
る
場
合
は
、
水
と
石
鹸

に
よ
る
手
洗
い
が
必
要
で
す
。

手
が
汚
れ
て
い
る
場
合
、
消
毒

薬
で
は
汚
れ
を
取
り
除
く
効
果

は
な
く
、
消
毒
効
果
も
下
が
り

ま
す
。
目
に
見
え
る
汚
れ
が
な

い
場
合
は
手
洗
い
も
し
く
は
消

毒
薬
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

　
消
毒
薬
で
一
般
的
な
の
は
ア

ル
コ
ー
ル
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル

は
比
較
的
消
毒
効
果
が
強
く
、

一
般
的
な
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス

（
コ
ロ
ナ
、
イ
ン
フ
ル
含
め
）

に
は
、
効
果
が
あ
り
ま
す（
た

だ
し
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
ｅ
ｔ
ｃ
．

は
除
く
）。
そ
の
た
め
、
医
療

現
場
で
も
頻
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

濃
度
が（
70
％
以
上
推
奨
）保

た
れ
て
い
れ
ば
ジ
ェ
ル
・
ス
プ

レ
ー
・
液
体
で
あ
っ
て
も
有
効

で
す
。た
だ
、中
に
は
ア
ル
コ
ー

ル
で
手
が
荒
れ
た
り
す
る
方
も

い
る
の
で
、
そ
の
際
に
は
、
手

荒
れ
の
し
に
く
い
別
の
消
毒
薬

が
使
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
市
販
の
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
薬
に
は
保
湿
成
分

も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
昔
に

比
べ
る
と
手
荒
れ
は
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
石
鹸

に
よ
る
手
洗
い
の
方
が
乾
燥
し

て
荒
れ
や
す
か
っ
た
り
す
る
の

で
、
手
洗
い
後
に
ハ
ン
ド
ク

リ
ー
ム
な
ど
で
保
湿
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
一
度
手
が

荒
れ
て
し
ま
う
と
、
手
洗
い
し

て
も
病
原
体
を
除
去
し
に
く
く

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
普
段
か

ら（
夏
場
で
も
）、
保
湿
剤
を

使
い
ス
キ
ン
ケ
ア
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
で
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
場
面
で
手
指
消
毒

を
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
？

大
事
な
の
は
、
不
特
定
多
数
の

人
が
触
れ
て
い
る
部
分
に
手
を

触
れ
た
後
で
す
。
例
え
ば
職
場

な
ど
で
は
ド
ア
ノ
ブ
や
電
気
の

ス
イ
ッ
チ
類
、
共
用
の
パ
ソ
コ

ン
に
触
れ
た
後
な
ど
、
色
々
な

場
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
や
お
店
で
も
カ
ゴ
や

商
品
に
触
れ
た
り
し
ま
す
。
そ

の
都
度
消
毒
す
る
の
は
難
し
い

の
で
、食
事
の
前
や
、出
退
社
時
、

帰
宅
時
、
店
に
入
る
前
後
に
は

消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
家
族
内

感
染
が
非
常
に
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
家
族
で
は
、
食
器
や

家
具
や
電
気
ス
イ
ッ
チ
、
洗
面

所
の
タ
オ
ル
な
ど
共
有
す
る
部

分
が
多
い
で
す
か
ら
ね
。
家
族

内
に
感
染
者
が
出
た
場
合
、
共

有
物
品
を
極
力
、
感
染
者
専
用

に
用
意
し
、
感
染
者
の
触
れ
た

部
分
は
洗
浄
剤
入
り
の
ウ
ェ
ッ

ト
シ
ー
ト
な
ど
で
清
拭
し
た
後
、

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
希

釈
液
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。
次

亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
あ
れ

ば
コ
ロ
ナ
以
外
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
も
含
め
消
毒
効
果
が
あ
り
ま

す（
た
だ
し
金
属
部
分
に
使
用

す
る
と
腐
食
す
る
場
合
が
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
）。
食

事
も
一
緒
に
摂
る
と
飛
沫
に
よ

り
感
染
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

自
室
で
と
っ
て
も
ら
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
日
々
報

道
さ
れ
て
い
る
た
め
、
皆
さ
ん

も
感
染
対
策
を
か
な
り
意
識
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

せ
い
か
、
例
年
流
行
す
る
感
染

症
が
、
今
季
は
か
な
り
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
コ
ロ
ナ

が
落
ち
着
い
た
後
で
も
、
感
染

症
流
行
期
は
マ
ス
ク
着
用
や
手

指
衛
生
を
日
常
生
活
に
取
り
入

れ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

手
指
消
毒
に
つ
い
て

愛媛生協病院
内科

松本　晋平

Ｑ．次にあげる花の名を漢字で書いて下さい。
　１．サザンカ　２．スイセン　３．カンツバキ

東京での平和ツアー
　2009年に東京都豊島区の平和活動家のＨさんと
２日間、２人だけの平和ツアーを行ないました。
　初日は自転車で豊島区を回りました。池袋西口
公園には「平和の像」。中池袋公園には長崎で被
爆したクスノキの２世が植樹されて、南池袋公園
には1945年４月13日の城北大空襲の「哀悼の碑」
があり、広島の被爆２世のアオギリが植えられて
いました。戦争で傷病を負った人たちが療養した
「廃兵院」跡にある巣鴨公園を回って、この日最
後の目的地は巣鴨プリズン跡の「サンシャイン60」。ここは東條英機ら
戦犯が処刑された地です。そのとなりの東池袋中央公園には「永久平和
を願って」と刻まれた平和の石碑がありました。
　２日目は電車を乗り継いで横田基地の見学に。基地の外周を何キロも
歩いて回りました。住宅地のすぐそばで離着陸する戦闘機が大きく見え
ました。道路から見える米軍の宿舎は庭付きで広い。基地の出入り口付
近で立ち止まっていると、警備員が「何をしているんだ！」と怒鳴って
きました。Ｈさんが「ここは日本だ！ここにいて何が悪い！」と怒鳴り返
すとにらみ合い。「越智君、写真撮れ！」と促され構えると、その警備員
は背を向けました。あの時の緊張は今でも忘れられません。
　豊島区は広く平和事業がすすめられていました。情熱を持って平和運
動に携わる方がいました。愛媛でも私の家の上空をオスプレイが轟音を
響かせながら飛行する時があります。世界に誇る憲法９条を持つ国で、
平和への声を大きくしていきたいです。

わたしにとって

　「平和って、コレだ！」

協立ブロック
理事

越智　啓治さん

第68回総代会は、6月23日　松山市コミニュティセンターにて開催予定です。

住所、氏名が変わったとき、県外へ引越されるとき、お亡くなりになられたとき、ご連絡下さい。
こんなとき、ご連絡下さい

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
回
避
し
て

元
気
な
日
常
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う

愛
媛
医
療
生
協
専
務
理
事

　倉
田

　
　均

感
染
者
の

急
激
な
ひ
ろ
が
り

徹
底
し
た

感
染
回
避
行
動
を

感
染
回
避
で
、

元
気
な
く
ら
し
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

医
療
生
協
の

場
の
活
動
に
つ
い
て

収
束
の
見
通
し
は

　
昨
年
秋
以
降
、
年
末
か
ら
年
始

に
か
け
て
の
人
の
移
動
や
会
食
な

ど
を
通
し
て
全
国
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
ひ
ろ
が
っ
て

い
ま
す
。
愛
媛
医
療
生
協
の
職
員

の
感
染
も
あ
り
ま
し
た
。
他
へ
の

感
染
広
が
り
は
無
く
経
過
し
ま
し

た
が
、
い
つ
、
だ
れ
が
感
染
し
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。
１

月
８
日
か
ら
東
京
を
は
じ
め
11
都

府
県
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ

れ
、
愛
媛
県
で
は「
特
別
警
戒
期

間
」が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
国
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま

り
、
日
本
で
も
２
月
末
か
ら
医
療

従
事
者
、
高
齢
者
と
接
種
を
始
め

よ
う
と
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ワ
ク
チ
ン
供
給
や
接
種
計
画
の
見

通
し
は
不
透
明
で
す
。
今
回
の
ワ

ク
チ
ン
効
果
は
95
％
と
革
新
的
な

有
効
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
多
数
の
人
が
接
種
す
る
に

し
た
が
っ
て
副
反
応
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
す
る
か
し
な
い
か
は
正
し
い

情
報
を
基
に
、
自
分
に
と
っ
て
家

族
に
と
っ
て
適
切
な
判
断
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
行
動
自
粛
と
感
染
回
避
の
徹
底

で
感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き

て
も
、
安
全
を
確
保
す
る
ま
で
に

は
至
り
ま
せ
ん
。
集
団
免
疫
が
確

立
す
る
ま
で
は
徹
底
し
た
感
染
回

避
行
動
が
必
要
で
す
。

　
３
密（
密
閉
、密
集
、密
接
）回
避
、

マ
ス
ク
、
手
洗
い
な
ど
を
行
い
な

が
ら
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
飛
沫

感
染
が
大
半
で
す
。
距
離
を
取
る

こ
と
、
会
話
を
す
る
と
き
は
マ
ス

ク
を
す
る
こ
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
を
す
る
こ
と
等
を
徹
底
す
れ
ば

低
減
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
常
に
一
緒
に

過
ご
し
て
い
る
人
以
外
と
の
会
食
、

飲
食
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
や
疾
病
を
持
つ
方
は
ハ

イ
リ
ス
ク
で
す
。
症
状
が
無
く
て

も
突
然
重
症
化
す
る
事
例
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
症
状
の
無
い
方
か

ら
感
染
す
る
事
例
も
発
生
し
て
い

ま
す
。
気
を
抜
か
ず
感
染
回
避
行

動
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
感
染
し

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
マ
ス
ク
、
手
洗

い
な
ど
の
感
染
予
防
を
徹
底
し
な

が
ら
、
支
部
・
場
の
活
動
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
室
内
で
は
３
密
を

避
け
、
短
時
間（
１
時
間
以
内
）で
、

換
気
を
行
い
な
が
ら
開
催
し
て
く

だ
さ
い
。
参
加
者
の
検
温
、
体
調

確
認
を
記
録
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
飲
食
は
飛
沫
が
危
険
で
す
。

避
け
て
く
だ
さ
い
。
マ
ス
ク
を
し

て
会
話
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
く

だ
さ
い
。
場
で
の
感
染
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
発
熱
な
ど
体
調
が
悪
い

場
合
は
欠
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　
長
い
対
応
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
感
染
予
防
を
念
頭
に

置
き
な
が
ら
、
健
康
な
く
ら
し
の

習
慣
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
自
宅

内
で
の
体
操
や
人
混
み
を
避
け
た

屋
外
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
筋

力
を
維
持
す
る
こ
と
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
正
し
い
情
報
の
共
有
や

不
安
の
解
消
な
ど
に
も
努
め
ま

し
ょ
う
。
で
き
る
範
囲
で
の
自
ら

の
健
康
維
持
と
と
も
に
ご
近
所
・

お
知
り
合
い
な
ど
と
の
声
か
け
あ

い
な
ど
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

答え 63
円

791̶1102
松
山
市
来
住
町
一
〇
九
一
―
一

住
所  

○
○
○
○

氏
名  

○
○
○
○

愛
媛
生
協
病
院

地
域
事
業
課・ク
イ
ズ
係

当選者

当選者の方には図書カード（500円）をお送りいたします。ありがとうございました。

健康クイズ健康クイズ健康クイズ健康クイズ 問　題

はがきもしくはインター
ネットでの受付もします。
応募アドレスは

coop@ehime-med.org
です。当選した場合の連絡
先も必ずご記入下さい。

組合員
だより

医
療
活
動
版

　愛媛医療生協の総代の任期は４月末で満了となりますので、定款第45条の定めにより以下の通り選挙を行います。
₁．選挙期間　2021年₄月21日～₅月20日
₂．総代定数　250名
₃．総代資格　2021年₁月31日までに組合員の資格を有し、選挙区内に住所を有する者
₄．任　期　　₁年
₅．総代候補者登録の受付
立候補者は2021年₂月15日〜₃月31日までに総代選挙管理委員会に届け出てください。

₆．選挙方法と選挙区ごとの定数
選挙区及び定数は下表のとおりです。選挙は、選挙区ごとの定数を超えた選挙区について、投票で行います。
定数内である選挙区については、投票を省略し、候補者全員を当選人とします。
投票を行う選挙区公示は、当該事業所に掲示します。併せて機関紙４月号折り込みの支部ニュースにてお知ら
せします。

選挙区ごとの総代定数表

総代選挙 公告 2021年２月１日
愛媛医療生活協同組合　総代選挙管理委員会委員長

院所ブロック 支　部 2021定数
東予 協立 北 ３ 

宮西 ３ 
新菊 ３ 
南東 ４ 
南西 ３
西 ３ 
ひがし南 ４ 
ひがし北 ３ 
大島・多喜浜 ３ 
垣生・八幡 ３ 
神郷 ５ 
周桑 ２ 
西条 ３ 

今治 今治西 ５ 
今治中 ５ 
今治南 ４ 

泉川 東-泉川 ４ 
西-泉川 ３ 
角野 ５ 
船木 ３ 
中大 ８ 

宇摩 豊岡 ４ 
寒川 ６ 
三島東 ４ 
土居西北 ５ 
土居東 ６ 
川之江 ２ 

中予 生協 久米北 ５ 
久米 ６
ていれぎ ３

院所ブロック 支　部 2021定数

院所ブロック 支　部 2021定数
みなみ久米 ４
たかのこ ３ 
浮穴 ４ 
久谷 ４ 
石井東の北 ６ 
石井東の南 ６ 
石井西 ４ 
南石井 ２
つばき ３ 
そが ５ 
桑原北 ４ 
桑原南 ３ 
城西 ６ 
小野 ６ 
東温 ５ 
川内 ２
道後 ３  
砥部 ５ 
さくら ４ 

城北 城北 ４ 
久枝 ４ 
堀江和気 ３ 
清水 ５ 
三津浜 ４ 
味生 ３  

伊予 伊予北 ９ 
伊予東 ２ 
伊予南 ５ 
松前 ５ 
岡田 ２ 

南予 南予 うしおに １

院所ブロック 支　部 2021定数
中予その他 その他松山市 １ 

久万高原町 １ 

院所ブロック 支　部 2021定数
南予その他 内子町・大洲市 １ 

伊方町・八幡浜市・西予市 １ 

◦支部のある地域

◦支部のない地域
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発熱等の風邪症状がある場合は、
かかりつけ医等の身近な医療機関に、
まずは、電話等で連絡をお願いします。

受診相談センター
（コールセンター）

一般相談窓口
（コールセンター）

０８９－９０９－３４８３ ０８９－９０９－３４６８

※相談する医療機関に迷う場合は、
「受診相談センター」に電話連絡してください。

12月号の答
瀧政　芳郎（松山市）　和田ふじ子（松山市）　河野　悟志（東温市）　神　　恵美（新居浜市）
神野　洋子（新居浜市）　白石　登子（新居浜市）　佐藤喜美枝（松山市）　玉井　正和（松山市）
白石みつ江（松山市）　曽我香代子（新居浜市）

締め切り
2021年3月10日必着

ア（さば） イ（いわし） ウ（さんま）

毎月第４火曜日　10 : 00～12 : 30　　※予約制。お申し込みは各病院へお電話ください。
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２
０
２
０
年
12
月
15
日
発
行

の「
わ
た
し
に
と
っ
て『
平
和
っ

て
、
コ
レ
だ
！
』55
」木
村
康
子

さ
ん
の
記
事
の
３
点
に
全
く
同

感
で
す
。
平
和
で
あ
れ
ば
こ
そ

自
由
で
豊
か
な
生
活
を
楽
し
む

こ
と
が
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

（
大
洲
市
　
木
戸
　

厚
子
）

「
平
和
っ
て
、

　コ
レ
だ
！
」を

　
　
　
　
　読
ん
で

週
２
回
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
に
な
ら
な
い
様
、

し
っ
か
り
手
洗
い
う
が
い
し
て

ま
す
。

（
新
居
浜
市
　
大
野
　

ツ
ネ
子
）

　
今
年
で
92
才
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
一
人
生
活
を
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
は

ま
だ
ま
だ

　が
ん
ば
っ
て
ま
す

　
え
ひ
め
医
療
生
協
の
新
聞
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
色
々

の
方
が
色
々
な
所
で
社
会
に
か

か
わ
っ
て
生
活
し
て
い
る
事
を

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

に
負
け
な
い
で
皆
さ
ん
で
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
松
山
市
　
永
山
　

登
紀
子
）

み
ん
な
で
頑
張
ろ
う

　
地
元
の
人
が
宇
摩
３
山
と
呼

ぶ
赤
星
山
、
二
つ
嶽
、
東
赤
石

も
真
っ
白
に
な
る
真
冬
が
到
来

し
ま
し
た
。
家
に
す
っ
こ
ん
で

い
ま
す
。

（
四
国
中
央
市
　
島
　
　

道
子
）

山
並
み
白
く

　寒
さ
厳
し
く

　ジェンダーとは、男性と女性の社会的、文化的な役割の違いによって形成され
た性別のことです。「女の子だから」「男の子だから」と言われたことはありません
か？男女の違いには、カラダのつくりのほかに、社会的・文化的な役割の違いが
あります。この社会的・文化的な役割というのが「男性はこうあるべき、女性は
こうするべき」とみんなが無意識に考えているイメージです。例えば、日本では
家事や育児は女性がするものと偏った考えが一般化していました。日本の夫の１
日あたりの家事や育児に費やす時間は39分、欧米の主要国では150分～200分です。
明らかに日本の妻は分担割合が非常に高くなっており、今日の世界情勢において
後れています。
　性別による差別がない未来を目指し、男女問わず誰しもが自分の能力を発揮で
きる、誰もが平等に機会を得られる世界をつくることが求められます。誰もが生
きやすい社会をつくるには、まず弱い立場の人たち、特に女性にスポットを当て、
その人たちの権利を守ることです。男女の役割は固定したものではなく、時代で
変化していくもので、その変化を許容できる社会であってほしいものです。

SDGs「エス・ディー・ジーズ」

目標５．ジェンダー平等を
　　　　実現しよう　その①

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

　

消
毒
す
れ
ば
良
い
の
？

手
指
衛
生
の
基
本

　
昨
今
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
に
よ
り
、
手
指
衛

生
の
重
要
性
が
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
手
指
衛
生
は
、
手
洗
い
も
し

く
は
消
毒
薬
に
よ
る
消
毒
が
基

本
で
す
。
手
が
目
に
見
え
て
汚

れ
て
い
る
場
合
は
、
水
と
石
鹸

に
よ
る
手
洗
い
が
必
要
で
す
。

手
が
汚
れ
て
い
る
場
合
、
消
毒

薬
で
は
汚
れ
を
取
り
除
く
効
果

は
な
く
、
消
毒
効
果
も
下
が
り

ま
す
。
目
に
見
え
る
汚
れ
が
な

い
場
合
は
手
洗
い
も
し
く
は
消

毒
薬
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

　
消
毒
薬
で
一
般
的
な
の
は
ア

ル
コ
ー
ル
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル

は
比
較
的
消
毒
効
果
が
強
く
、

一
般
的
な
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス

（
コ
ロ
ナ
、
イ
ン
フ
ル
含
め
）

に
は
、
効
果
が
あ
り
ま
す（
た

だ
し
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
ｅ
ｔ
ｃ
．

は
除
く
）。
そ
の
た
め
、
医
療

現
場
で
も
頻
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

濃
度
が（
70
％
以
上
推
奨
）保

た
れ
て
い
れ
ば
ジ
ェ
ル
・
ス
プ

レ
ー
・
液
体
で
あ
っ
て
も
有
効

で
す
。た
だ
、中
に
は
ア
ル
コ
ー

ル
で
手
が
荒
れ
た
り
す
る
方
も

い
る
の
で
、
そ
の
際
に
は
、
手

荒
れ
の
し
に
く
い
別
の
消
毒
薬

が
使
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
市
販
の
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
薬
に
は
保
湿
成
分

も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
昔
に

比
べ
る
と
手
荒
れ
は
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
石
鹸

に
よ
る
手
洗
い
の
方
が
乾
燥
し

て
荒
れ
や
す
か
っ
た
り
す
る
の

で
、
手
洗
い
後
に
ハ
ン
ド
ク

リ
ー
ム
な
ど
で
保
湿
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
一
度
手
が

荒
れ
て
し
ま
う
と
、
手
洗
い
し

て
も
病
原
体
を
除
去
し
に
く
く

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
普
段
か

ら（
夏
場
で
も
）、
保
湿
剤
を

使
い
ス
キ
ン
ケ
ア
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
で
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
場
面
で
手
指
消
毒

を
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
？

大
事
な
の
は
、
不
特
定
多
数
の

人
が
触
れ
て
い
る
部
分
に
手
を

触
れ
た
後
で
す
。
例
え
ば
職
場

な
ど
で
は
ド
ア
ノ
ブ
や
電
気
の

ス
イ
ッ
チ
類
、
共
用
の
パ
ソ
コ

ン
に
触
れ
た
後
な
ど
、
色
々
な

場
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
や
お
店
で
も
カ
ゴ
や

商
品
に
触
れ
た
り
し
ま
す
。
そ

の
都
度
消
毒
す
る
の
は
難
し
い

の
で
、食
事
の
前
や
、出
退
社
時
、

帰
宅
時
、
店
に
入
る
前
後
に
は

消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
家
族
内

感
染
が
非
常
に
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
家
族
で
は
、
食
器
や

家
具
や
電
気
ス
イ
ッ
チ
、
洗
面

所
の
タ
オ
ル
な
ど
共
有
す
る
部

分
が
多
い
で
す
か
ら
ね
。
家
族

内
に
感
染
者
が
出
た
場
合
、
共

有
物
品
を
極
力
、
感
染
者
専
用

に
用
意
し
、
感
染
者
の
触
れ
た

部
分
は
洗
浄
剤
入
り
の
ウ
ェ
ッ

ト
シ
ー
ト
な
ど
で
清
拭
し
た
後
、

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
希

釈
液
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。
次

亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
あ
れ

ば
コ
ロ
ナ
以
外
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
も
含
め
消
毒
効
果
が
あ
り
ま

す（
た
だ
し
金
属
部
分
に
使
用

す
る
と
腐
食
す
る
場
合
が
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
）。
食

事
も
一
緒
に
摂
る
と
飛
沫
に
よ

り
感
染
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

自
室
で
と
っ
て
も
ら
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
日
々
報

道
さ
れ
て
い
る
た
め
、
皆
さ
ん

も
感
染
対
策
を
か
な
り
意
識
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

せ
い
か
、
例
年
流
行
す
る
感
染

症
が
、
今
季
は
か
な
り
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
コ
ロ
ナ

が
落
ち
着
い
た
後
で
も
、
感
染

症
流
行
期
は
マ
ス
ク
着
用
や
手

指
衛
生
を
日
常
生
活
に
取
り
入

れ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

手
指
消
毒
に
つ
い
て

愛媛生協病院
内科

松本　晋平

Ｑ．次にあげる花の名を漢字で書いて下さい。
　１．サザンカ　２．スイセン　３．カンツバキ

東京での平和ツアー
　2009年に東京都豊島区の平和活動家のＨさんと
２日間、２人だけの平和ツアーを行ないました。
　初日は自転車で豊島区を回りました。池袋西口
公園には「平和の像」。中池袋公園には長崎で被
爆したクスノキの２世が植樹されて、南池袋公園
には1945年４月13日の城北大空襲の「哀悼の碑」
があり、広島の被爆２世のアオギリが植えられて
いました。戦争で傷病を負った人たちが療養した
「廃兵院」跡にある巣鴨公園を回って、この日最
後の目的地は巣鴨プリズン跡の「サンシャイン60」。ここは東條英機ら
戦犯が処刑された地です。そのとなりの東池袋中央公園には「永久平和
を願って」と刻まれた平和の石碑がありました。
　２日目は電車を乗り継いで横田基地の見学に。基地の外周を何キロも
歩いて回りました。住宅地のすぐそばで離着陸する戦闘機が大きく見え
ました。道路から見える米軍の宿舎は庭付きで広い。基地の出入り口付
近で立ち止まっていると、警備員が「何をしているんだ！」と怒鳴って
きました。Ｈさんが「ここは日本だ！ここにいて何が悪い！」と怒鳴り返
すとにらみ合い。「越智君、写真撮れ！」と促され構えると、その警備員
は背を向けました。あの時の緊張は今でも忘れられません。
　豊島区は広く平和事業がすすめられていました。情熱を持って平和運
動に携わる方がいました。愛媛でも私の家の上空をオスプレイが轟音を
響かせながら飛行する時があります。世界に誇る憲法９条を持つ国で、
平和への声を大きくしていきたいです。

わたしにとって

　「平和って、コレだ！」

協立ブロック
理事

越智　啓治さん

第68回総代会は、6月23日　松山市コミニュティセンターにて開催予定です。

住所、氏名が変わったとき、県外へ引越されるとき、お亡くなりになられたとき、ご連絡下さい。
こんなとき、ご連絡下さい

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
回
避
し
て

元
気
な
日
常
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う

愛
媛
医
療
生
協
専
務
理
事

　倉
田

　
　均

感
染
者
の

急
激
な
ひ
ろ
が
り

徹
底
し
た

感
染
回
避
行
動
を

感
染
回
避
で
、

元
気
な
く
ら
し
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

医
療
生
協
の

場
の
活
動
に
つ
い
て

収
束
の
見
通
し
は

　
昨
年
秋
以
降
、
年
末
か
ら
年
始

に
か
け
て
の
人
の
移
動
や
会
食
な

ど
を
通
し
て
全
国
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
ひ
ろ
が
っ
て

い
ま
す
。
愛
媛
医
療
生
協
の
職
員

の
感
染
も
あ
り
ま
し
た
。
他
へ
の

感
染
広
が
り
は
無
く
経
過
し
ま
し

た
が
、
い
つ
、
だ
れ
が
感
染
し
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。
１

月
８
日
か
ら
東
京
を
は
じ
め
11
都

府
県
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ

れ
、
愛
媛
県
で
は「
特
別
警
戒
期

間
」が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
国
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま

り
、
日
本
で
も
２
月
末
か
ら
医
療

従
事
者
、
高
齢
者
と
接
種
を
始
め

よ
う
と
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ワ
ク
チ
ン
供
給
や
接
種
計
画
の
見

通
し
は
不
透
明
で
す
。
今
回
の
ワ

ク
チ
ン
効
果
は
95
％
と
革
新
的
な

有
効
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
多
数
の
人
が
接
種
す
る
に

し
た
が
っ
て
副
反
応
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
す
る
か
し
な
い
か
は
正
し
い

情
報
を
基
に
、
自
分
に
と
っ
て
家

族
に
と
っ
て
適
切
な
判
断
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
行
動
自
粛
と
感
染
回
避
の
徹
底

で
感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き

て
も
、
安
全
を
確
保
す
る
ま
で
に

は
至
り
ま
せ
ん
。
集
団
免
疫
が
確

立
す
る
ま
で
は
徹
底
し
た
感
染
回

避
行
動
が
必
要
で
す
。

　
３
密（
密
閉
、密
集
、密
接
）回
避
、

マ
ス
ク
、
手
洗
い
な
ど
を
行
い
な

が
ら
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
飛
沫

感
染
が
大
半
で
す
。
距
離
を
取
る

こ
と
、
会
話
を
す
る
と
き
は
マ
ス

ク
を
す
る
こ
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
を
す
る
こ
と
等
を
徹
底
す
れ
ば

低
減
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
常
に
一
緒
に

過
ご
し
て
い
る
人
以
外
と
の
会
食
、

飲
食
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
や
疾
病
を
持
つ
方
は
ハ

イ
リ
ス
ク
で
す
。
症
状
が
無
く
て

も
突
然
重
症
化
す
る
事
例
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
症
状
の
無
い
方
か

ら
感
染
す
る
事
例
も
発
生
し
て
い

ま
す
。
気
を
抜
か
ず
感
染
回
避
行

動
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
感
染
し

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
マ
ス
ク
、
手
洗

い
な
ど
の
感
染
予
防
を
徹
底
し
な

が
ら
、
支
部
・
場
の
活
動
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
室
内
で
は
３
密
を

避
け
、
短
時
間（
１
時
間
以
内
）で
、

換
気
を
行
い
な
が
ら
開
催
し
て
く

だ
さ
い
。
参
加
者
の
検
温
、
体
調

確
認
を
記
録
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
飲
食
は
飛
沫
が
危
険
で
す
。

避
け
て
く
だ
さ
い
。
マ
ス
ク
を
し

て
会
話
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
く

だ
さ
い
。
場
で
の
感
染
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
発
熱
な
ど
体
調
が
悪
い

場
合
は
欠
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　
長
い
対
応
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
感
染
予
防
を
念
頭
に

置
き
な
が
ら
、
健
康
な
く
ら
し
の

習
慣
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
自
宅

内
で
の
体
操
や
人
混
み
を
避
け
た

屋
外
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
筋

力
を
維
持
す
る
こ
と
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
正
し
い
情
報
の
共
有
や

不
安
の
解
消
な
ど
に
も
努
め
ま

し
ょ
う
。
で
き
る
範
囲
で
の
自
ら

の
健
康
維
持
と
と
も
に
ご
近
所
・

お
知
り
合
い
な
ど
と
の
声
か
け
あ

い
な
ど
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

答え 63
円

791̶1102
松
山
市
来
住
町
一
〇
九
一
―
一

住
所  

○
○
○
○

氏
名  

○
○
○
○

愛
媛
生
協
病
院

地
域
事
業
課・ク
イ
ズ
係

当選者

当選者の方には図書カード（500円）をお送りいたします。ありがとうございました。

健康クイズ健康クイズ健康クイズ健康クイズ 問　題

はがきもしくはインター
ネットでの受付もします。
応募アドレスは

coop@ehime-med.org
です。当選した場合の連絡
先も必ずご記入下さい。

組合員
だより

医
療
活
動
版
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在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
た
ん
ぽ
ぽ
・
ご
し
き
）
で
働
く
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
ヘ
ル
パ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
を
募
集
中
‼

本
部
介
護
事
業
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

城北診療所 松山市姫原3丁目7―17

☎089―926―3625
午前９時〜12時 午後１時半〜４時

月 大　西 大　西

火 大　西 大　西

水 原

木 大　西 大　西

金 大　西 大　西

土 大西　第2・4週　
休診　第1·3·5週

※エコー検査は予約制
です

在宅ケアセンター在宅ケアセンター
たんぽぽ　松山市来住町1091―1

☎089―955―7335
ごしき　伊予市米湊834―20 亀岡不動産2階西側

☎089―983―4400
●訪問看護　●訪問介護　●居宅介護支援

※精神科、整形外科、小児科は事前の予約が必要です。　※都合により診療体制が変更になることがありますので、ご了承ください。

高齢者福祉施設高齢者福祉施設
ごしきの家　伊予市米湊736―3

☎089―983―4433
ｽﾏｲﾙごしき　伊予市米湊736―5

☎089―983―4466
みんなの家 あったか拓南　松山市中村₃丁目₁―₂

☎089―908―8851
ショートステイ 陽だまり　松山市来住町1091―1

☎089―961―4318
●高齢者住宅　●デｲサービｽ ●小規模多機能ホーム ●介護付有料老人ﾎーﾑ　●デｲサービｽ ●短期入所生活介護

厚生労働省指定
基幹型臨床研修病院 愛 媛 生 協 病 院 松山市来住町1091―1

☎089―976―7001
予約専用

☎089―976―7202
月 火 水 木 金 土

午前

₉：00
～

12：00

内　　科

梶　原
藤　田
原
川　嵜

佐々木
尾　﨑
河　野

髙　山
河　野
中　川
水　本

近　藤
原
堀
山　本

梶　原
尾　﨑
河　野
茂　木

盛重（毎週）
尾﨑（第1・3・5）
河野（第2）
　堀　（第1・2・4）

精 神 科 今　村 今　村 上　城
迫　田 上　城 今　村

上　城
上城（第1・3・5）
今村（第2・4）

外　　科 塚　本 永　瀬 塚　本 永　瀬 塚本（第1・3）

女性外来 日　野

整形外科 森実・小西 清　松 今井（第2・4） 小　西 愛媛大学医師

小 児 科 有　田 有　田 有　田 有　田 森谷（第1・3・5）
水本（第2・4）

有田（第1・3・5）
石前（第2・4）

午後

15：00
～

17：00

内　　科 尾　﨑 藤　田 河　野 中　川 河　野 ご案内
糖尿病外来教室
糖尿病について勉
強しましょう。
生協病院Ｃ棟会議
室
時間は
13：30〜14：30

【テーマ】

2月19日㈮
合併症

3月15日㈪
食事

4月22日㈭
薬

精 神 科 今　村
今　村

上　城 上　城上城（第1・2・3・5）
※もの忘れ外来

小 児 科 有　田
有　田

アレルギー特診
14：00〜17：00

有田（アレルギー外来）
15：00〜17：00
※第2・4週のみ。
1・3・5週は休診

有　田
乳幼児健診

有　田

夜間

17：00
～

18：00

内　　科 尾　﨑 藤　田 中　川 原

精 神 科 今　村 上　城

整形外科 小　西

小 児 科 有　田 有　田
アレルギー特診

有　田 有　田

健診センター
☎089―976―7201

●各種健診・人間ドック
●子宮・乳がん検診
●協会健保生活習慣病予防健診実施

デｲケア（通所リハビリ）
☎089―976―3411

●月〜土曜日実施
居宅介護支援
☎089―976―7133

●介護相談
●ケアプラン業務

メディカルフィットネス コ・コア
☎089―976―7203

₉：00〜21：00（月〜金）
₉：00〜18：00（土のみ）
※日曜・祝日は休館です

伊予診療所 伊予市米湊816―1

☎089―982―1170
午前₉時〜12時 午後₃時〜₅時 午後₅時〜₆時

月 舟戸 山本 山本

火 山本 山本 山本

水 山本 舟戸
（第1のみ） 舟戸 舟戸

木 支援医師 舟戸

金 山本 エコー検査
胃カメラ 舟戸 舟戸

土 舟戸　第2·3·5週
休診　　第1·4週

※胃カメラ・エコー検査は
予約制です

★デイケア（通所リハビリ）、往診も行っています。ご相談ください。

診　療　受　付　時　間 組合員さんの作品を募集しています。絵手紙、俳句、短歌などお寄せください。（ペンネームでも可）

た
ん
ぽ
ぽ

の
ベ
テ
ラ
ン
の
方
の
参
加
を
得
て
う
ま
く

リ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
達
成
感
と

爽
快
さ
に
す
っ
か
り
登
山
の
と
り
こ
と

な
っ
た
の
で
す
。
い
つ
の
間
に
か
登
山
の

会
へ
と
変
身
し
そ
れ
で
定
着
し
そ
う
な
、

始
ま
っ
て
ま
だ
半
年
の
我
が
集
い
で
す
。

12
月
に
は
淡
路
峠
へ
登
っ
た
ん
で
す
よ
。

春
に
な
っ
た
ら
、
皿
ヶ
嶺
へ
登
り
た
い
！

そ
れ
が
今
の
皆
さ
ん
の
希
望
で
す
。

（
文
・
佐
々
木
　

あ
ゆ
み
）

　
た
ん
ぽ
ぽ
は
布
草
履
が
作
っ
て
み
た
い

と
熱
望
す
る
方
の
想
い
に
応
え
、
し
た
い

事
を
や
ろ
う
と
結
成
し
た
集
い
で
す
。
そ

の
後
、
一
貫
張
り
も
し
て
み
ま
し
た
。
秋

の
良
い
季
節
、
塩
ヶ
森
に
登
っ
て
み
た

い
！
の
希
望
で
山
登
り
す
る
事
に
。
登
山

生
協
ブ
ロ
ッ
ク

　川
内
支
部

164

【1人分】
エネルギー
225kcal
塩分
2.3ｇ

長芋のとろろグラタン
（撮影　片上　信子）

出汁　 30㎖
薄口しょうゆ　大さじ1

長芋　 300ｇ
たまご　 1個

バナメイエビ　 4尾
酒　 適量
キャベツ　 60ｇ
ピザ用チーズ　 適量
刻みのり　 適量

【作り方】 材料／２人分
①長芋は200ｇと100ｇに分ける。
②200ｇの長芋は皮をむいてすり下ろし、100ｇの長芋は皮
をむいて1㎝角程度のさいの目切りにする。キャベツは長
芋に合わせた大きさに切る。
③すりおろした長芋に卵、出汁、薄口しょうゆを加え、混ぜる。
④エビは殻を取って１口大の大きさに切り、酒をふる。耐
熱容器にエビ、さいの目に切った長芋、キャベツを入れる。
⑤④に③の液を流し入れ、ピザ用チーズをのせ、オーブン
トースターで10 ～ 15分程度焼く。焦げ目が付いたら刻み
のりを上にのせて完成。
※エビの代わりにシーフードミックスでも代用できます。

長
芋

　
長
芋
は
ヤ
マ
ノ
イ
モ
科
に
属

す
る
芋
の
１
つ
で
す
。
ヤ
マ
ノ

イ
モ
科
に
は
、「
い
ち
ょ
う
い

も
」「
大
和
芋
」「
自
然
薯
」な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
長
芋
は
他
の

芋
よ
り
広
く
流
通
し
て
い
る
の

で
手
に
入
り
や
す
い
食
材
で
す
。

で
ん
ぷ
ん
の
一
部
が
分
解
さ
れ

る
消
化
酵
素
を
含
ん
で
い
る
た

め
、
生
で
食
べ
ら
れ
る
の
が
特

徴
で
す
。

　
長
芋
は
、
が
ん
や
老
化
、
動

脈
硬
化
予
防
に
効
果
的
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
ペ
ク
チ
ン
と
い
う
食
物
繊
維

と
ム
チ
ン
と
い
う
糖
タ
ン
パ
ク

質
を
含
み
ま
す
。
ペ
ク
チ
ン
は
、

腸
内
の
善
玉
菌
を
増
や
し
、
整

腸
作
用
を
促
し
て
便
秘
を
予
防

し
ま
す
。 

体
内
で
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
吸
収
さ
れ
る
の
を
防

ぐ
作
用
も
あ
る
の
で
、
動
脈
硬

化
予
防
が
で
き
る
の
で
す
。

　
ム
チ
ン
は
胃
腸
を
保
護
す
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。

　
長
芋
は
食
べ
方
に
よ
っ
て

色
々
な
食
感
が
楽
し
め
ま
す
。

　
熱
を
加
え
る
と
生
と
は
違
っ

た
ホ
ク
ホ
ク
の
歯
触
り
に
変
化

す
る
の
で
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
方

で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

（
管
理
栄
養
士
　
坪
内
　

ひ
ろ
み
）

新居浜市　森賀　千鶴

ぬ
い
ぐ
る
み

絵
手
紙

松
山
市
　
長
井
　

み
ち
子

松
山
市
　
山
本
　

　
紀

　◆
川

　
　柳
◆

ひ
と
り
暮
ら
し

朝
の
香
り
が
コ
ー
ヒ
ー
に

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
い
ず
み
か
わ
　
高
石
　

美
代
子

く
み
あ
い
い
ん
作
品

ねえねえ、
きいて
きいて


